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ト ド が 来 る 海
8月1日、水産庁と（独）水産総合研究センター

北海道区水産研究所が「トドと漁業の共存をさぐ
る」をテーマにした初の公開シンポジウムを札幌
で開催しました。
パネルディスカッションでは、北るもい漁協の今

隆組合長がトドに破られた刺網を見せながら漁業被
害の現状を説明、刺網漁法ではトドとの共生はでき
ないと、漁法転換の必要性を訴えていました。
北海道・青森県周辺でトドによる漁業被害が増加

する中、水産庁ではトドの資源調査や適正管理、漁
具被害対策などに今年度から乗り出しています。
（シンポジウムパンフレットよりトドの写真転載）
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組合のモットーは
譲りと協同の精神

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード�

野付漁協指導漁業士の中澤賢一さ

んは組合の筆頭理事で、さけ定置部

会の部会長でもあります。

中澤さんは「部会長はとにかく忙

しい。びっしり会議だ何だと仕事が

ある。夕べは網走に行ってきたし、

今朝は定置網のノシの測量をした。

もちろん測るまでもなく、みんな決

まった長さを守っているけど、1年

に１回測量することになっている。

35ヵ統すべてを2日かけて測量して

いる」と話します。

野付漁協の組合員は278人（准組

合員17人）。約98％の組合員がさけ

定置網漁業の経営に参加しており、

257人の部会員がいます。

「雪の多いときは、部会員とふ化

場の雪かきをしたり、当番制にして

交代で稚魚の餌まきもしている。ま

た、定置部会には定置青年研究会が

あって、稚魚のためにと若い連中が

川の掃除を行っている」

部会では、一昨年から港内で稚魚

の海中二次飼育を行っています。約

２週間の飼育で、1.2gほどに成長さ

せ、昨年は450万尾を放流しました。

「まだ数を増やしたいと思ってい

る。自分たち自らの手でふ化場から

運び、飼育し、その日の記録を付け、

放流する。育てるところから参加す

ることによって、ふ化事業への認識

やサケに対する考え方も変わり、意

識が高まるんじゃないかな」

また、漁期中は荷揚げが終わった

後、部会員全員が組合自営加工場で

オスの頭と尾びれを落とすドレス加

工の手伝いをしています。

「10年くらい前に秋サケが暴落し

て加工場の手が回らなくなったと

き、何かわれわれにできることはな

いか、加工場の手伝いをしようとい

う声が上がり、それから続いている。

去年はドレス、セミドレス合わせて

オス850tを自分たちで処理した」

野付漁協は加工場に直結した直売

店「海紋」を持ち、新製品の開発や

インターネットでの直売も行うなど、

積極的な販売活動を展開しています。

今年の6月には、冷凍食品工場が

HACCPの認定を受けました。

熟成秋サケということで差別化を図

りたい」

獲ることから売ることまで陰なが

ら職員と相談してあれこれやって

る、日夜努力しているよと中澤さん。

「漁業士としての仕事はと聞かれ

ると、部会長、理事として動いてい

ることで兼ねていると思っている。

青年部や各部会の話は聞くようにし

ている。全部で11部会あるが、総会

には必ず顔を出している」

野付漁協のパンフレットの表紙に

は『譲りと協同』の一文が書かれて

います。

「組合のモットーは『１人の貧乏

人も出さない、１人のお金持ちも出

さない』そういう考え方でやってき

た。だから定置もみんなが参加でき

るようにしてきた」

組合の昨年の販売取扱高は60億円

弱。今年度8月上旬で約30億円とな

っており、昨年同期とほぼ同じ金額

で推移しています。

「これから秋サケ漁が本格化する。

今年は思ったよりもたくさん獲れ

て、思ったよりも単価が高いことを

期待している」

野付漁協指導漁業士
中澤　賢一さん
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組合のモットーは
譲りと協同の精神

稚魚の海中二次飼育を

みんなが均等に

中澤さんは販売担当の理事です。

「よそに誇れるもの、野付の秋サ

ケをもっとブランド化しようと、今

年から新たな取り組みとして、秋サ

ケ熟成定温庫を設備した。8、9月は

まだ気温が高く、塩蔵物を作るのは

難しい。そこで、温度管理をして熟

成させて一定の品質を得られるよう

にした。美味しいものをさらに美味

しく、安心、安全のシステムによる

秋サケ熟成定温庫
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北海道立釧路水産試験場　主任研究員

佐々木　正　義

今月の
講　座

栽栽培培漁漁業業公公社社紙紙上上大大学学

道東海域におけるマツカワ漁業
過去－現在－未来

図1 本文中の漁協所在

マツカワは北日本の太平洋及びオ

ホーツク海に生息する大型のカレイ

で、北海道ではヒラメ（道西日本海

～津軽海峡）と対照的な分布域を持

っています。本種はヒラメと異なり、

８℃位の低水温でも成長し、市場価

値も高いことから、現在、太平洋～

オホーツク海南部（網走支庁管内）

沿岸域で、1987年以降、年間約0.6

～26.5万尾の人工種苗が放流されて

います。えりも以西海域では、

2006（平成18）年以降、毎年100

万尾の人工種苗が放流される予定と

なっています。

ところで、種苗を放流する際には、

いつ、どこに、どんな大きさのもの

を、どんな方法で放流すれば高い効

果が得られるかという放流技術の開

発や、放流による資源及び漁獲量増

大の目標値の設定が必要となりま

す。また、造成された資源の有効な

利用方法も併せて検討していくべき

と考えます。そのためには、天然マ

ツカワの稚魚や未成魚、成魚の生態

（分布・移動、食性など）や漁業実

態（漁獲量の経年変化、主要漁業と

その漁期、漁場、漁獲物など）に関

する知見が不可欠です。

しかし、マツカワがほとんど漁獲

されなくなってから久しく、漁獲統

計資料もほとんど残されていないた

め、天然魚の生態や過去の漁業実態

の把握が極めて困難な状況です。そ

の中でも、函館水産試験場室蘭支場

によって実施されたえりも以西海域

（庶野～室蘭までの各漁業協同組合）

における過去の資料の発掘や聞き取

り調査から、1970（昭和45）年代

中頃までまとまった漁獲があったこ

とや、その当時の主要漁業とその漁

期・漁場及び漁獲物などがわずかに

明らかになっています。

一方、えりも以東海域（十勝～根

室支庁）では、釧路市で1965（昭

和40）年以前まで好漁が続き、年間

数十トンの漁獲があったと言われて

いますが、その実態は明らかではな

く、各地域の1988（昭和63）年以

前の漁獲量などの漁業実態に関する

情報は全くありません。

そこで、釧路水産試験場では、

2002（平成14）年度からマツカワ

などの資源増大を目指した国の事業

である「資源増大技術開発事業」に

参加したことを契機に、十勝支庁～

根室支庁の各地に赴き、マツカワに

関する資料の発掘や地元の古老の

方々から聞き取りを行いました。

その結果、広尾町役場に残されて

いた広尾漁協の事業報告書及び漁業

種類別月別漁獲統計資料から、それ

ぞれ1973（昭和48）年以降の年間

はじめに
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漁獲量及び漁獲金額、1978（昭和

53）年以降の月別漁業種類別漁獲量

や漁獲金額を得ることができまし

た。また、根室湾中部漁協の斉藤史

彦信用共済部長が個人的にとりまと

めていた同漁協の1980（昭和55）

年以降の月別の漁獲量や漁獲金額に

関する資料が得られました。さらに

聞き取り調査では、過去の漁業実態

に関する多くの情報を得ました。こ

れらをとりまとめたところ、道東海

域でもマツカワの漁獲量が1970

（昭和45）年代～1980（昭和55）

年代前半に急減したことや過去の主

要漁業や漁獲物が日高海域と異なっ

ていたということが明らかになりま

した。ここでは、これらを紹介し、

マツカワ資源の増大に向けた今後の

課題について検討しました。

ると、依然として極めて低い状態で

すが、増減を繰り返しながらも、漸

増傾向にあります。図３では広尾漁

協と1960（昭和35）年代からの漁

獲量が得られている日高海域の浦河

漁協及び三石漁協を、図４では

1980（昭和55）年以降の根室湾中

部、広尾及び三石の各漁協の年間漁

獲量を比較しました。図３によると、

広尾漁協と浦河漁協の漁獲量の変動

傾向はほぼ一致しており、両漁協と

も1970（昭和45）年代後半に急激

に漁獲量が減少していることがわか

ります。また、三石漁協も変化は両

漁協よりも小さいものの、同様に

1970（昭和45）年代後半に漁獲量

は減少しています。さらに、図４で

は1990（平成２）年位までの根室

湾中部漁協の漁獲量の変化は広尾漁

協、三石漁協と同様の傾向を示して

います。

この他、聞き取り調査によると、

マツカワ漁獲量の減少時期は根室海

峡では1955（昭和30）年頃までと

いう漁協（羅臼、標津）が多く、太

平洋側では1965（昭和40）年頃

（大樹、落石、沖合底引き網漁業

（釧路、広尾））あるいは1975（昭

和50）年前後（根室湾中部、根室、

歯舞、浜中、散布、厚岸、釧路市、

白糠、大津、広尾）となっていまし

た。

先に述べた広尾漁協の年間漁獲量

の変化や聞き取り調査からすると、

道東海域におけるマツカワ漁獲量

は、根室海峡で1955（昭和30）年

図2 広尾漁協におけるマツカワ漁獲量の経年変化 図3 三石、浦河、広尾漁協のマツカワ漁獲量の経年変化

図4 1980年以降の三石、広尾、根室湾中部各漁協のマツカワ漁獲量の経年変化
注）三石漁協；'85、'86年資料なし、根室湾中部漁協；'87年資料なし

まず、広尾漁協のマツカワ漁獲量

の経年変化（図２）をみると、

1973（昭和48）年の26トンが、

1980年にかけて急減し、その後

1992（平成４）年には１㎏にまで

落ち込んでいます。しかし、人工種

苗の放流が開始された翌年の1993

（平成５）年以降は、過去と比較す

漁獲量の推移
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頃から、そして太平洋側では地域に

よって1965（昭和40）年頃ないし

1975（昭和55）年頃に減少しまし

たが、えりも以西海域と同様、特に

1970（昭和50）年代中頃～1980

（昭和60）年前半に急減し、1990

（平成２）年頃には壊滅的な状態ま

で減少したと考えられます。

次に、得られた漁獲統計資料をも

とに、過去のマツカワの主要漁業や

その漁期などを分析しました。

広尾漁協（1979（昭和54）年～

2000（平成12）年、図５）の漁業

種類別漁獲統計資料によると、しし

ゃも桁曳網が35％、ばばがれい刺し

網が21％、さけ定置網と沖合底引き

網がそれぞれ12％、小型かれい刺し

網が8.9％、けがに刺し網が6.4％で、

これらの合計が95％以上を占めてい

ます。次に、各年の月別漁業種類別

漁獲量については、毎年同様な傾向

が見られたので、上記６漁業種類の

1979（昭和54）年１月～2000

（平成12）年12月までの各月の漁獲

量を月毎に足し合わせ、各漁業の漁

期を検討しました（図６）。図６か

ら、ししゃも桁網は10～11月、ば

ばがれい刺し網は11～12月、さけ

定置網は10～11月、沖合底引き網

は11、12月、けがに刺し網は11，

12月、小型かれい刺し網は５、６月

が主漁期と考えられました。聞き取

り調査によると、小型かれい刺し網

では水深７～８ｍで全長30～40㎝

位の、さけ定置網でも同様に30～

40㎝位、けがに刺し網では、水深

20～30ｍで30～40㎝、底引き網

（かけ回し）では、水深70～120ｍ

で40～50㎝、さらに、ばばがれい

刺し網では水深140～150ｍ位で40

～50ｃｍ台のマツカワが主に漁獲さ

れていたという情報が得られまし

た。

したがって、広尾漁協では春季～

秋季に沿岸で刺し網や定置網、しし

ゃも桁網によって全長30～40㎝の

ものが、秋季～冬季に水深70～150

ｍ位で全長40～50㎝台のものが底

引き網やばばがれい刺し網で漁獲さ

れていたと考えられます。

また、図７に根室湾中部漁協の

1980（昭和55）年１月～1985

（昭和60）年12月までの各月の漁獲

量を月毎に足し合わせたものを示し

ました。漁獲量は５月が最も多く、

次いで６月、11月、10月の順とな

っていますが、７～９月も比較的多

くなっています。漁法別漁獲量に関

する資料はないので、漁獲統計資料

から主要な漁業は明らかにはできま

せんが、聞き取り調査から、１～２

㎏以下のマツカワが春季に沿岸で刺

し網、夏季に待ち網、秋季に定置網

図5 広尾漁協におけるマツカワの漁業種類別漁獲比率
（1979.1～2000.12）

図6 広尾漁協におけるマツカワ月別漁業種
類別漁獲状況（1979.1～2000.12）

図7 根室湾中部漁協におけるマツカワ月別
漁獲量　（1984.1～1999.12）

主要漁業について
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で主に漁獲されていたという情報を

得ました。このことから、根室湾中

部漁協の盛漁期は沿岸で５～６月を

主体に、春季～冬季に沿岸で１～２

㎏以下のマツカワが刺し網、待ち網、

定置網によって漁獲されていたと考

えられます。

次にえりも以西海域のマツカワの

漁業実態について、過去の漁法別漁

獲量が唯一残されていた浦河漁協の

1970（昭和45）年４月～1978

（昭和53）年３月の資料を分析し、

漁法別漁獲量（図８）及び月別漁法

別漁獲量（図９）を示しました。図

８、９から主な漁法は刺し網で、盛

漁期は12、１月にあったことがわか

りました。この12～１月の刺し網で

は300～600ｍの水深帯で３～６㎏

（平均５㎏）の個体が漁獲されてい

たという情報が得られています。

ここで、各地で漁獲されていたマ

ツカワの年齢について検討してみま

す。天然魚の成長に関する知見はな

いので、十勝海域で放流した人工魚

の成長様式から過去の漁獲物の年齢

を推定しました。なお、ここではマ

ツカワの誕生日を４月１日としま

す。

マツカワは、放流後、１歳の７月

頃に全長10～20㎝、１歳10月～２

歳４月頃まで全長20～30㎝、２歳

７月頃～３歳４月頃に全長30～40

㎝、３歳７月～４歳４月頃に全長40

～50㎝に成長しました。また、体重

は２歳４月頃には0.1～0.4㎏に、そ

の後２歳10月頃では0.5～１㎏とな

り、一部1.0㎏を超えるものもみら

れます。さらに３歳10月頃には1.0

過去の主な漁業や漁期、漁獲物な

どは、浦河、広尾、根室湾中部の各

漁協で異なっていました。

そこで、このような地域差が生じ

た要因について、これまでの知見や

今回の結果から、マツカワの生態と

各地の漁業形態の相違によって生じ

たという仮説を起ててみました。す

なわち、マツカワは、２歳魚の一部

が秋季～冬季に沖合に移動するが、

大部分は３歳の夏季頃まで沿岸に分

布し、その後秋季～冬季に沖合に移

動する。４歳以降は春季に沖合から

漁獲物の年齢

マツカワ漁業の
地域差とその要因

図8 浦河漁協におけるマツカワの漁業種類別漁
獲比率

図9 浦河漁協における月別漁業種類別漁獲状況
（1966.4～1978.3）

～1.6㎏が主体とな

り、２㎏を超えるもの

もみられました。この

様に、マツカワは夏季

から秋季に成長し、１

歳の秋頃に全長20～

30㎝、体重0.1～0.4

㎏、２歳の秋頃に全長

30～40㎝、体重0.5

～１㎏、３歳の秋頃に

全長40～50㎝、体重

１～２㎏になると考え

られます。また、再捕

例がほとんどないので

すが、３歳までの成長

から４歳の秋季には全

長50㎝以上、体重２

㎏以上に成長すると推

察されます。

以上に述べたマツカ

ワの放流魚の成長を漁

獲時期との関係で整理すると、全長

30㎝未満もしくは0.5㎏以下の個体

は秋季～冬季には１歳、春季～夏季

には２歳、全長30～40㎝もしくは

0.5～1.0㎏のものは秋季～冬季には

２歳、春季には３歳、全長40～50

㎝もしくは１～２㎏のものは秋季～

冬季には３歳、春季には４歳で、全

長50㎝以上ないし２㎏以上のものは

秋季～冬季に４歳以上、春季には５

歳以上となります。参考までに、水

槽で飼育されたマツカワは年齢３歳

（体重２㎏）で成熟しますが、天然

環境下では、再捕魚の成長からする

と４歳以降と考えられます。

以上の知見から、各地で水揚げさ

れたマツカワの主要年齢は、広尾漁

協では春季～夏季（沿岸）が２～３

歳、秋季～冬季に２歳（沿岸）、３

歳（水深70～150ｍ）、根室湾中部

漁協では春季～秋季に３歳以下（沿

岸）、浦河漁協では冬季に４歳魚以

上（沖合域）と考えられました。
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沿岸に、秋季～冬季には沿岸から水

深数百ｍへ移動する季節的な深浅移

動を行っている。一方、漁業では、

このような魚群の動きに対応して、

広尾漁協では沿岸に分布する３歳以

下を主に春季～秋季に刺し網や定置

網、ししゃも桁網で漁獲し、その後

秋季～冬季に沖合に移動する３歳魚

を底引き網やばばがれい刺し網で水

揚げする。根室湾中部漁協では沿岸

に分布する３歳までの未成魚を、春

季を中心に定置網や刺し網で獲り、

浦河漁協では主に冬季に沖合に分布

する４歳以上の成魚を刺し網で漁獲

対象とすると推察しました。

ただし、漁獲物の海域間の相違は、

魚群構造の相違、すなわち根室海峡

や十勝海域では未成魚、日高海域で

は成魚がそれぞれ主に分布していた

ことによって生じた可能性もありま

す。今後、このことを検証するため

に、全道的な再捕結果のとりまとめ

や、主要漁業の努力量の把握、聞き

取り調査及び市場調査を実施したい

と思います。

また、北海道におけるマツカワの

減少は、主に秋季の未成魚や冬季の

産卵前の成魚を乱獲したことで再生

産が悪化してもたらされたと示唆さ

れています。今後、主要漁業の努力

量や海洋環境などの情報を収集し、

1970（昭和45）年代中頃からの漁

獲量減少の要因をさらに詳細に検討

していかなければなりません。

ます。しかし、2002（平成14）年

の北海道全体の漁獲量は7.7㌧であ

り、資源量は極めて低い状態です。

それに加えて、各地の漁獲物の主

体は２歳までとなっています。過去

に各地の沖合の刺し網で多獲されて

いたという山伏と呼ばれる数㎏以上

のマツカワは、新聞記事や業界雑誌

の表紙になるほど珍しくなっていま

す。

このように、現状では、親までに

生き残るマツカワは極めて少ないこ

とから、資源の回復には、適正な放

流技術の下で、大量の種苗を放流し、

親魚になるまでたくさん残すことが

鍵になると思います。ヒラメでは未

成魚保護を目的として、全長35㎝未

満の漁獲禁止（自主規制）が全道的

に実施されています。しかし、マツ

カワの場合、漁獲物は各地先の各年

齢群の分布や漁業形態によって異な

るものと思われ、それぞれの海域に

適した対策を考えていく必要がある

と思います。

以上のようなマツカワの過去と現

状の分析を基に、研究機関、行政及

び漁業関係者で十分に協議し、北海

道全体で親魚を残し、資源復活の方

策を作り出していかなければならな

いと考えています。力と知恵の結集

こそが、マツカワ資源を回復させる

近道と確信しています。
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おわりに

図10 十勝海域で放流されたマツカワの成長（上段：全長、下段：体重）
（十勝栽培漁業推進協議会資料）

現在、各海域のマツカワの漁獲対

象資源は、ほとんどが人工魚で、漁

獲量が放流後に増加しており、確実

に放流の効果が出てきていると言え
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母�母�母� 散布漁協女性部長

城田千佐子さ
ん

前の部長さんが体調を崩し、突

然、何の心構えもないまま部長を

引き受けてから7年以上が経って

しまいました。右も左も分かりま

せんでしたが、とにかく会議だけ

は必ず、休まずに出席しました。

部長の仕事で大変だったのは、

販促活動です。管内の部長さんた

ちと札幌、埼玉、大阪、沖縄など

へ釧路コンブの売り込みに行きま

した。最初、いらっしゃいませの

声が出せずに苦労しました。

コンブ製品のことでいつも思う

のは、中国産コンブの問題です。

北海道のものだと思って買ってい

る人もたくさんいます。消費者に

は知って選ぶ権利があります。表

示を早くきちんとしてほしいです。

家庭排水は、石けん運動がなか

なか浸透しません。下水処理場の

ない浜はもっと切実に考えてほし

い、贈答品から合成洗剤が無くな

るのを願っています。うちは、家

庭排水も汲み取り式にして下水に

流さないようにしています。

4年前から女性部で天日干しの

コンブの一番切りを1キロずつ買

い取り、小袋にして女性部のコン

ブとして販売してもらい、活動費

の足しにしています。微々たるも

のですが、会館に集まっての袋詰

めの作業は、良い交流の場になっ

ています。

来年4月で部長を交代します。

家族の理解や皆さんの協力でなん

とかやってこれました。何で私が、

と思ったこともありましたが、い

ろんな勉強をさせていただきまし

た。山や木、石けんのことなど部

長にならなければ、今のように深

く意識を持たなかったと思います。

残りの期間、少しでも何か皆さ

んの役に立って返していきたいと

思っています。

中国産コンブに表示を


